
(57)【要約】

　【課題】　組織侵入の効率を高め組織侵入と同時に組

織を焼灼するために、電気外科処置用エネルギを使用す

る、改善されたバイポール組織侵入プローブを提供する

。

　【解決手段】　本発明は腹腔鏡検査法のような外科的

処置で使用するための電気外科処置用組織侵入プローブ

（例えば、トロカール）に関する。本発明のトロカール

（２４）はハウジング部材（３４）とこのハウジング部

材内に配置されたスタイレット（３６）から成る。スタ

イレット（３６）はその末端部にこれと接触下にある目

標組織に電気外科処置用エネルギを供給する活性電極（

４２）を有する。ハウジング部材（３４）には供給され

る電気外科処置用エネルギに対する帰還電路の一部を形

成する帰還電極（４８）が配置されている。本発明はま

た、インピーダンスモニタ及びそれと関連する電力調整

用回路を有しており、それによって、測定された組織イ

ンピーダンスが予め選択された範囲内に維持されるよう

に組織に供給される電気外科処置用エネルギの量が制御

される電気外科処置用トロカール装置を提供する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 放 末 端 及 び 前 記 開 放 末 端 の 組 織 接 触 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 組 織 接 触 帰 還 電 極 を 有 す る
細 長 の 中 空 ハ ウ ジ ン グ 部 材 と 、
　 末 端 に 、 前 記 帰 還 電 極 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 導 電 性 の 組 織 侵 入 エ ッ ジ を 有 し 、 前 記 ハ
ウ ジ ン グ 部 材 内 に お い て 、 前 記 組 織 侵 入 エ ッ ジ が 前 記 ハ ウ ジ ン グ 部 材 の 前 記 開 放 末 端 か ら
突 出 す る 延 長 位 置 と 前 記 組 織 侵 入 エ ッ ジ が 前 記 ハ ウ ジ ン グ 部 材 内 に 配 置 さ れ る 後 退 位 置 と
の 間 で 軸 線 方 向 に 可 動 な 細 長 の ス タ イ レ ッ ト と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 部 材 の 近 接 端 に 隣 接 し て い て 、 ス タ イ レ ッ ト の 軸 線 方 向 の 変 位 を 制 御 す
る た め の ハ ン ド ル 手 段 と 、
　 電 源 と 前 記 組 織 侵 入 エ ッ ジ と を 接 続 し 、 前 記 組 織 侵 入 エ ッ ジ を 介 し て 組 織 に 電 気 エ ネ ル
ギ を 放 出 す る た め に 前 記 電 源 か ら 前 記 組 織 侵 入 エ ッ ジ に 電 気 エ ネ ル ギ を 供 給 す る 活 性 電 流
導 電 部 材 と 、
　 前 記 帰 還 電 極 と 前 記 電 源 と を 接 続 し 、 前 記 帰 還 電 極 か ら 前 記 電 源 に 電 気 エ ネ ル ギ を 搬 送
す る 、 前 記 活 性 電 流 導 電 部 材 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 帰 還 電 流 導 電 部 材 と
を 備 え る バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 組 織 侵 入 ト ロ カ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 に 侵 入 す る た め の 、 ト ロ カ ー ル （ 套 管 針 ） 等 の 、 バ イ ポ ー ル （ 双 極 ） 外
科 処 置 用 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ロ カ ー ル 及 び 吹 込 み 針 の よ う な 組 織 侵 入 プ ロ ー ブ は よ く 知 ら れ て い る 。 ト ロ カ ー ル は
、 普 通 、 鞘 又 は ス リ ー ブ 内 に 配 さ れ た 鋭 利 な オ ブ ト ラ ト ー ル （ 又 は 、 閉 塞 体 ） の 先 端 と 、
ス タ イ レ ッ ト の 往 復 運 動 を 制 御 す る ハ ン ド ル 部 分 を 有 す る 細 長 い の ス タ イ レ ッ ト を 含 む 。
ト ロ カ ー ル の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル 部 分 を 握 り 、 ス タ イ レ ッ ト の 鋭 利 な 先 端 が 組 織 中 に 所 望
の 深 さ ま で 侵 入 す る よ う に 力 を 加 え る 。 ト ロ カ ー ル の 一 般 的 用 途 は 、 続 い て の 外 科 的 目 的
の た め 腹 腔 に ア ク セ ス す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 普 通 、 腹 部 に ス タ イ レ ッ ト の 先 端 を 侵 入
さ せ 、 鞘 部 か ら ス タ イ レ ッ ト を 取 り 除 き 、 鞘 部 を 腹 部 壁 に 残 し 、 こ れ を 外 科 的 処 理 又 は 検
査 を 容 易 に す る 導 管 と し て 作 用 さ せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 吹 込 み 針 （ insufflation needle） は 、 ト ロ カ ー ル よ り 小 直 径 の 既 知 の デ バ イ ス で 、 こ
れ も 複 壁 の 侵 入 を 可 能 に す る も の で あ る 。 こ れ ら は 、 ト ロ カ ー ル で 大 き な 孔 が 穿 た れ る 前
に 腹 腔 へ の 吹 込 み （ insufflation） を 行 う の に 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 、 外 科 処 置 用 ツ ー ル は 外 科 的 処 置 の 効 率 を 高 め る の に 無 線 周 波 数 範 囲 の 電 気 外 科 処
置 用 エ ネ ル ギ を 利 用 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 種 々 の モ ノ ポ ー ル （ 単 極 ） 外 科 処 置 用 デ バ イ ス も 周 知 で あ る 。 し か し な が ら 、 モ ノ ポ ー
ル デ バ イ ス は 、 外 科 技 術 に お い て 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 加 え る の に 最 も 有 効 な 手 段 で
あ る と は 思 わ れ な い 。 普 通 、 電 気 外 科 処 置 用 回 路 に 負 の 電 極 を 形 成 す る た め に 、 遠 隔 接 地
パ ッ ド が 患 者 上 に 配 置 さ れ る 。 外 科 処 置 用 機 器 を 介 し て 加 え ら れ る エ ネ ル ギ は 、 帰 還 電 極
に 達 す る 前 に 患 者 の 体 内 中 を 相 当 な 距 離 横 切 る こ と が 多 い は ず で あ る 。 こ の た め 、 最 適 量
の エ ネ ル ギ を 加 え る に 際 し て 制 御 が 利 か な く な る こ と が あ る 。 あ る 例 に お い て は 、 接 地 パ
ッ ド と の 接 触 が 貧 弱 な た め あ る い は エ ネ ル ギ 供 給 の 制 御 が 非 効 率 的 な た め 、 患 者 の 焼 損 （
す な わ ち 、 不 必 要 な 火 傷 等 ） が 生 じ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 こ の 分 野 で 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 使 用 す る ト ロ カ ー ル が 知 ら れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 ト ロ カ ー ル は 、 モ ノ ポ － ル 又 は バ イ ポ ー ル と し 得 る 。 モ ノ ポ ー ル モ
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ー ド に お い て 、 ト ロ カ ー ル の オ ブ ト ラ ト ー ル の 先 端 は 、 活 性 電 極 と し て 作 用 し 、 遠 隔 接 地
パ ッ ド が 帰 還 電 極 と し て 作 用 す る 。 バ イ ポ ー ル モ ー ド に お い て は 、 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 は
、 二 つ の 別 個 の 絶 縁 さ れ た （ 「 ア ヒ ル の く ち ば し 状 」 の 形 状 を 形 成 す る ） 部 分 を 有 し て お
り 、 そ の 各 々 が 電 極 の 一 つ と し て 働 く 。 こ の 形 式 の ト ロ カ ー ル は 、 そ れ が 回 路 中 に 両 極 を
形 成 す る と い う 意 味 に お い て バ イ ポ ー ル で あ る が 、 単 一 の 切 断 要 素 で 作 用 を な し 、 従 来 の
ト ロ カ ー ル と し て 同 時 に は 機 能 し な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル に 応 用 さ れ た 既 存 の 技 術 の 存 在 に 拘 ら ず 、 組 織 に 侵 入 し そ れ を
焼 灼 す る の を 補 助 す る た め 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 安 全 に 利 用 で き る 有 効 な バ イ ポ ー ル
ト ロ カ ー ル の 必 要 性 が な お 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ９ ３ ／ ０ ８ ７ ５ ４ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ９ ２ ／ １ ４ ５ １ ４ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 組 織 侵 入 の 効 率 を 高 め 組 織 侵 入 と 同 時 に 組 織 を 焼 灼 す る た め
に 、 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 使 用 す る バ イ ポ ー ル 組 織 侵 入 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と で あ
る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 組 織 に 侵 入 し 同 時 に 組 織 を 焼 灼 で き る バ イ ポ ー ル ト ロ カ ー ル デ
バ イ ス を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 組 織 に 侵 入 し て そ れ を 焼 灼 す る た め
に 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ の 有 効 な 利 用 を 可 能 に す る デ バ イ ス を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 へ の 侵 入 及 び 組 織 の 焼 灼 を 同 時 に 行 う バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 処 置 プ ロ ー ブ
を 提 供 す る 。 プ ロ ー ブ は 、 好 ま し い 形 式 と し て は ト ロ カ ー ル で あ る が 、 吹 込 み 針 の よ う な
他 の プ ロ ー ブ の 形 式 を も 取 り 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル は 、 中 空 の ハ ウ ジ ン グ 又 は 鞘 部 材 及 び そ の 中 に 配 さ れ
た ス タ イ レ ッ ト よ り 成 る 。 ス タ イ レ ッ ト は 、 そ の 末 端 の 鋭 利 な 組 織 侵 入 用 の オ ブ ト ラ ト ー
ル の 先 端 （ 以 下 、 単 に オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 と 呼 ぶ ） と 、 そ の 近 接 端 に あ っ て ト ロ カ ー ル を
操 作 す る た め の ハ ン ド ル を 含 む 。 ト ロ カ ー ル は さ ら に 、 組 織 侵 入 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 に よ
り 、 又 は オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 上 に 形 成 さ れ た 活 性 電 極 と 、 鞘 部 材 の 組 織 接 触 部 分 に よ り 又
は 組 織 接 触 部 分 上 に 形 成 さ れ た 帰 還 電 極 を 含 む 。 別 個 の 電 流 搬 送 線 が 、 外 部 電 源 と 活 性 電
極 及 び 帰 還 電 極 と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス タ イ レ ッ ト は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ 部 材 の 開 放 末 端 か ら 突 出 し 、 ハ ウ ジ ン グ 部 材 内 に 引
っ 込 め る こ と が で き る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 部 材 内 に 往 復 運 動 で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て
い る 。 ハ ウ ジ ン グ 部 材 の 近 接 端 に 隣 接 し て 取 り 付 け ら れ た ト ロ カ ー ル ハ ン ド ル は 、 ト ロ カ
ー ル を 操 作 す る の と ス タ イ レ ッ ト の 軸 方 向 変 位 を 制 御 す る の と の 両 方 に 使 用 さ れ る 。 動 作
に 際 し て 、 ト ロ カ ー ル は 組 織 に 接 触 し て 置 か れ 、 組 織 へ の 侵 入 が 行 わ れ る と き 、 電 気 外 科
処 置 用 エ ネ ル ギ が 、 外 部 ジ ェ ネ レ ー タ （ 又 は 、 周 波 数 発 振 器 ） か ら 、 ス タ イ レ ッ ト の 組 織
侵 入 端 末 の 先 端 に よ り 形 成 さ れ る 活 性 電 極 に 供 給 さ れ る 。 活 性 電 極 と し て 作 用 す る ス タ イ
レ ッ ト の 組 織 侵 入 用 の 先 端 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 材 上 に 取 り 付 け ら れ た 帰 還 電 極 か ら 電 気 的 に
絶 縁 さ れ て い る 。 活 性 電 極 （ す な わ ち エ ッ ジ ） は 、 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 利 用 し て 、
組 織 の 切 断 及 び 組 織 の 焼 灼 を 補 助 す る 。 上 述 の 帰 還 電 極 は 、 接 地 （ 又 は 、 グ ラ ン ド ） と し
て 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 側 面 と し て 、 組 織 に 加 え ら れ る 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ は 、 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス を
監 視 す る こ と に よ り 調 節 で き る 。 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス が 分 か る と 、 発 生 さ れ る 電 気 外 科 処
置 用 エ ネ ル ギ は 、 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス を 予 め 選 択 さ れ た 範 囲 内 に 維 持 す る よ う に 電 流 及 び
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電 圧 が 電 気 外 科 処 置 回 路 内 に お い て 変 化 す る よ う に 調 節 さ れ る 。 測 定 さ れ る イ ン ピ ー ダ ン
ス が 予 め 選 択 さ れ た 範 囲 外 に あ る 場 合 、 す な わ ち 予 め 選 択 さ れ た 値 を 越 す 場 合 、 活 性 電 極
に 供 給 さ れ る 電 気 エ ネ ル ギ を 遮 断 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て バ イ ポ ー ル ト ロ カ ー ル に 関 し て 開 示 さ れ る が 、 本 発 明 は 吹 込 み 針 の
よ う な 他 の バ イ ポ ー ル 組 織 侵 入 プ ロ ー ブ に も 関 係 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 及 び そ の 他 の 側 面 は 、 本 発 明 を 特 定 の 好 ま し い 具 体 例 に 関 し て 記 述 し た
以 下 の 説 明 か ら 明 ら か と な ろ う 。 し か し な が ら 、 当 技 術 に 精 通 し た も の で あ れ ば 、 本 発 明
の 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く こ こ に 記 述 さ れ る 具 体 例 に 対 し て 種 々 の 追 加 、 削 除 、 変 更 を
な し 得 る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 組 織 侵 入 前 （ Ａ ） 及 び 侵 入 後 （ Ｂ ） に お け る 従 来 形 式 の ト ロ カ ー ル を 例 示 す る も
の で あ る 。 形 態 Ａ に お い て は 、 ト ロ カ ー ル １ ０ は 、 表 面 位 置 １ ３ に て 組 織 １ ２ と 単 に 接 触
し て い る 。 形 態 Ｂ に お い て は 、 ト ロ カ ー ル １ ０ は 、 深 さ １ ５ ま で 組 織 １ ２ に 侵 入 し て お り
、 ス タ イ レ ッ ト の 末 端 の 尖 端 部 １ ７ を ハ ウ ジ ン グ 部 材 内 か ら 組 織 １ ２ 中 に 延 長 さ せ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 例 示 さ れ る 従 来 技 術 の ト ロ カ ー ル １ ０ は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ 部 材 １ ４ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ 部
材 １ ４ 内 に お い て 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 な 内 部 ス タ イ レ ッ ト １ ６ を 有 し て い る 。 ハ ン ド ル １
８ は ト ロ カ ー ル の 近 接 端 部 ２ ０ に 配 置 さ れ て お り 、 ト ロ カ ー ル を 制 御 し か つ ス タ イ レ ッ ト
１ ６ を ハ ウ ジ ン グ 部 材 １ ４ の 末 端 か ら 軸 線 方 向 に 駆 動 す る の に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル 装 置 ２ ２ を 例 示
す る も の で あ る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 装 置 は 、 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル ２ ６ 、 イ ン ピ ー ダ ン ス
モ ニ タ ２ ８ 及 び 賦 活 ス イ ッ チ ３ ０ を 備 え る の が よ い 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル ２ ４ よ り 成 る
。 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル ２ ６ 及 び イ ン ピ ー ダ ン ス モ ニ タ ２ ８ は 、 Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー タ （ 又 は 、
無 線 周 波 数 発 振 器 ） ３ ２ の よ う な 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ 源 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ト ロ カ ー ル ２ ４ は 、 細 長 の 中 空 の ハ ウ ジ ン グ 又 は 鞘 部 ３ ４ よ り 成 り 、 そ の 中 に 細 長 い ス
タ イ レ ッ ト ３ ６ が 配 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 ハ ン ド ル ３ ８ が ト ロ カ ー ル の 近 接 端 に 装 着
さ れ 、 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ の 軸 線 方 向 運 動 を 容 易 に す る よ う に ス タ イ レ ッ ト ３ ６ の 近 接 端 に
固 定 さ れ る の が よ く 、 そ れ に よ り ス タ イ レ ッ ト の 末 端 の 先 端 ４ ０ は ハ ウ ジ ン グ ３ ４ 内 に 引
っ 込 め ら れ か つ ハ ウ ジ ン グ ３ ４ を 越 え て 延 長 で き る 。 ス タ イ レ ッ ト の 末 端 部 ４ ０ は 、 ハ ウ
ジ ン グ ３ ４ の 末 端 か ら 延 長 さ れ る と き 組 織 に 侵 入 す る よ う に 適 合 さ れ た 鋭 利 な オ ブ ト ラ ト
ー ル 先 端 ４ ２ よ り 成 る 。 好 ま し く は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 末 端 は あ る 大 き さ の 開 口 を 有 し て
お り 、 そ れ に よ り オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ の 少 な く と も 一 部 は そ こ か ら 延 び 出 る こ と が で
き る が 、 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ 全 体 が 開 口 を 通 過 し な い よ う に さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 当 技 術 に 精 通 し た も の に は 、 装 置 ２ ２ は 限 定 的 な も の で は な く 例 示 で あ る こ と が 明 ら か
な は ず で あ る 。 例 え ば 、 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル ２ ６ 、 イ ン ピ ー ダ ン ス モ ニ タ ２ ８ 及 び 賦 活 ス
イ ッ チ ３ ０ は 、 ト ロ カ ー ル ２ ４ の 残 部 の 外 部 、 例 え ば Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ 内 に 構 成 で き
る 。 従 っ て 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た ト ロ カ ー ル は 、 外 部 電 子 装 置 、 例 え ば 電 極 及 び １
又 は 複 数 の 電 子 デ バ イ ス に 電 気 的 に 接 続 す る よ う に ト ロ カ ー ル に 関 し て 配 置 さ れ た 電 流 搬
送 線 を 有 す る も の に 適 合 し た 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル よ り 構 成 し 得 る 。 代 わ り に 、 当 技 術
に 精 通 し た も の で あ れ ば 、 ジ ェ ネ レ ー タ ユ ニ ッ ト 及 び 関 連 す る 電 子 装 置 を ト ロ カ ー ル そ れ
自 身 の 上 に 装 着 せ し め る よ う に 構 成 で き る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 例 え ば 図 ２ に 例 示 さ れ る ト ロ カ ー ル ２ ４ と 使 用 す る た め の 、 本 発 明 に 従 っ て 構
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成 さ れ た ト ロ カ ー ル デ バ イ ス の 末 端 部 ４ ４ を 図 示 す る も の で あ る 。 例 示 さ れ る よ う に 、 ト
ロ カ ー ル ２ ４ の 末 端 部 ４ ４ は 、 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 組 織 ４ ６ に 供 給 す る よ う に 構 成
さ れ た バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 処 置 機 器 と し て 構 成 さ れ る 。 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ は 、 好 ま
し く は 、 組 織 侵 入 の 効 率 が 高 め ら れ 、 焼 灼 が オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ か ら の 電 気 外 科 処 置
用 エ ネ ル ギ を 組 織 ４ ６ に 供 給 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る よ う に 、 活 性 エ ネ ル ギ 供 給 電 極 と
し て 作 用 す る の が よ い 。 好 ま し く は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 下 部 の 組 織 接 触 部 ４ ９ に 配 さ れ た
１ 又 は 複 数 の 電 極 ４ ８ が 、 帰 還 又 は 接 地 電 極 と し て 作 用 す る の が よ い 。 組 織 侵 入 オ ブ ト ラ
ト ー ル 先 端 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ の よ う な 外 部 電 源 と 接 続 す る 第 １ の 搬
送 線 ５ ０ と 電 気 的 に 接 触 下 に 置 か れ る の が よ く 、 そ れ に よ り 、 先 端 ４ ２ は 電 気 外 科 処 置 用
エ ネ ル ギ 供 給 電 極 と し て 作 用 し 得 る 。 同 様 に 、 第 ２ の 搬 送 線 ５ ２ が 帰 還 電 極 ４ ８ と 電 気 的
接 触 下 に あ り 、 Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ の よ う な 電 源 の 接 地 又 は 負 極 と の 接 続 を 提 供 す る よ
う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 端 ４ ２ は 又 、 デ バ イ ス の 末 端 ４ ４ か ら 延 び 出 る 侵 入 ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て も よ
い 。 こ の 種 の ワ イ ヤ は 、 好 ま し く は 、 組 織 侵 入 エ ッ ジ ４ ２ の 活 性 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ
る の が よ く 、 組 織 に 侵 入 す る に 必 要 と さ れ る 挿 入 力 を 減 ず る よ う に 機 能 す る 。 好 ま し い こ
と で あ る が 、 こ の 形 態 に お い て は 、 先 端 ４ ２ の 極 部 末 端 の み が 組 織 に エ ネ ル ギ を 供 給 す る
た め の 導 電 電 極 と し て 機 能 す る こ と に な ろ う 。 こ れ は 末 端 先 端 ４ ２ （ 及 び 延 長 ワ イ ヤ ） に
お け る 電 流 密 度 を 増 し 、 傷 の 小 部 分 の み を 加 熱 す る 。 侵 入 ワ イ ヤ が 先 端 ４ ２ か ら 延 び 出 る
距 離 は 変 え る こ と が で き る が 、 普 通 約 0.5cmで あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 図 示 さ れ る バ イ ポ ー ル ト ロ カ ー ル ２ ４ の 末 端 先 端 ４ ４ は 、 使 用 中 、 電 気 外 科 処 置
用 エ ネ ル ギ を 組 織 に 供 給 す る の に 使 用 さ れ る 回 路 の 一 部 を 形 成 す る 。 組 織 侵 入 オ ブ ト ラ ト
ー ル 先 端 ４ ２ は 、 回 路 の 正 極 と し て 機 能 し 、 帰 還 電 極 ４ ８ は 負 電 極 と し て 作 用 す る 。 例 え
ば ジ ェ ネ レ ー タ 及 び モ ニ タ ３ ２ と し て 例 示 さ れ る 外 部 電 源 は 、 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ と
帰 還 電 極 ４ ８ に 接 続 し て 、 組 織 ４ ６ と の 回 路 を 完 成 し 、 そ れ に よ り 本 発 明 の バ イ ポ ー ル ト
ロ カ ー ル を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に さ ら に 示 さ れ る 用 に 、 第 １ 搬 送 線 ５ ０ は ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ か ら ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の
内 部 を 通 っ て 延 長 し 、 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ 上 の 一 点 で 終 端 し て よ い 。 他 の 具 体 例 （ 図
示 せ ず ） に お い て は 、 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ は 完 全 に 導 電 性 材 料 で 作 っ て よ く 、 線 ５ ０ を 単 に
ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ か ら 延 び 出 さ せ て ス タ イ レ ッ ト の 近 接 端 で 終 端 さ せ て よ い 。 上 述 の よ う
に 、 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ は 、 好 ま し く は 完 全 に 、 外 科 等 級 の ス テ ン レ ス ス チ ー ル の よ う な 導
電 性 材 料 で 作 っ て よ い 。 代 わ り に 、 ス タ イ レ ッ ト は ス テ ン レ ス ス チ ー ル で 作 り 、 オ ブ ト ラ
ト ー ル 先 端 ４ ２ 上 に 高 導 電 性 材 料 （ 例 え ば 金 、 銀 、 又 は パ ラ チ ン ） で 被 覆 し た も の と し 得
る 。 こ の 具 体 例 に お い て は 、 搬 送 線 ５ ０ を ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ か ら オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２
の 導 電 性 被 覆 に 延 長 さ せ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 好 ま し く は 、 技 術 的 に 周 知 の 形 式 の 外 科 的 に 適 合 性 の あ る 重 合 体 物
質 （ 又 は 、 高 分 子 材 料 ） か ら 製 造 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 末 端 組 織 接 触 部 分 ４ ９ は 、 オ
ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ が 組 織 と 接 触 下 に あ る と き 組 織 と 接 触 す る よ う に 位 置 づ け ら れ た １
又 は 複 数 の 電 極 ４ ８ を 含 む の が よ い 。 電 極 ４ ８ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３
４ の 底 部 組 織 接 触 部 分 ４ ９ に 配 置 さ れ た 点 電 極 と し 得 る 。 代 わ り に 、 電 極 は 、 ハ ウ ジ ン グ
３ ４ の 底 部 部 分 ４ ９ の 外 周 部 の 回 り に 延 び る １ 又 は 複 数 の リ ン グ 電 極 （ 図 示 せ ず ） と し 得
る 。 同 様 に 、 組 織 侵 入 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ は 、 先 端 の 周 囲 の 回 り に 延 び る 環 体 又 は 円
錐 状 の （ 図 示 せ ず ） 活 性 電 極 を 形 成 し て よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 他 の 具 体 例 に お い て は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 導 電 性 材 料 か ら 形 成 し て も よ い し 、 そ れ で
被 覆 し て も よ い 。 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て
い る 限 り 完 全 に 導 電 性 材 料 か ら 製 造 し て よ い 。 全 ハ ウ ジ ン グ が 導 電 性 材 料 か ら 作 ら れ る 場
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合 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 外 表 面 の 少 な く と も 一 部 の 上 に 絶 縁 性 材 料 を 適 用 す る の が 好 ま し い
。 電 極 ４ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 末 端 の 組 織 接 触 表 面 に 導 電 性 被 覆 を 適 用 し て 形 成 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 電 極 ４ ８ は 、 第 ２ 搬 送 線 ５ ２ を 介 し て ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ と 接 続 さ れ る 。 接 続 線 ５ ２ は 、
ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 内 部 を 通 っ て 延 び 、 電 極 ４ ８ で 終 端 す る の が よ い 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ が 完
全 に 導 電 性 材 料 か ら 成 る 場 合 、 伝 搬 線 ５ ２ は ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 近 接 端 に 接 続 す る だ け で よ
い 。 電 極 ４ ８ は 、 も ち ろ ん 、 外 科 処 置 分 野 に 使 用 す る に 適 当 な 導 電 性 材 料 か ら 製 造 す る の
が よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 図 ２ は 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル 装 置 ２ ２ を
例 示 す る も の で あ る 。 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル 装 置 ２ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ 内 に 配 置 さ れ
た ス タ イ レ ッ ト ３ ６ を 有 す る 。 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ 及 び ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー
タ に 接 続 さ れ る と き 、 相 俟 っ て 装 置 ２ ２ の ２ 極 と し て 機 能 す る 。 ス タ イ レ ッ ト ３ ６ は 、 そ
の 末 端 に 組 織 侵 入 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ を 有 し 、 こ れ が 正 極 の 活 性 電 極 を 形 成 し て お り
、 他 方 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 末 端 の 組 織 接 触 部 分 ４ ９ が 、 装 置 の 帰 還 電 極 又 は 負 極 と し て 機 能
す る 。 ト ロ カ ー ル ２ ４ が バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 処 置 機 器 と し て 有 効 に 機 能 す る た め に は 、 活
性 電 極 と し て 作 用 す る オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ が 帰 還 電 極 ４ ８ か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る こ
と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に さ ら に 例 示 さ れ る よ う に 、 装 置 ２ ２ は 又 、 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル ２ ６ 、 イ ン ピ ー ダ
ン ス モ ニ タ ２ ８ 及 び 賦 活 ス イ ッ チ ３ ０ を 備 え る こ と が で き る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス モ ニ タ ２ ８
は 、 好 ま し く は 、 装 置 ２ ２ が 組 織 ４ ６ と 接 触 下 に あ る と き 装 置 の 回 路 内 の 印 加 さ れ る 外 科
処 置 電 圧 及 び 電 流 を 定 量 す る こ と に よ っ て 組 織 ４ ６ の イ ン ピ ー ダ ン ス を 決 定 す る の が よ い
。 イ ン ピ ー ダ ン ス モ ニ タ ２ ８ は 、 そ の と き 内 部 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 電 力 制 御 モ ジ ュ
ー ル ２ ６ に 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス を 表 わ す 信 号 を 伝 送 す る 。 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 こ
の 信 号 に 応 答 し て 、 信 号 線 ６ ０ を 介 し て Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ と さ ら に 通 信 し 、 組 織 ４ ６
へ の 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ 流 を 調 節 す る 。 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス
モ ニ タ ２ ８ に よ り 測 定 さ れ る 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス が 約 20～ 500Ω の よ う な 予 め 選 択 さ れ た
範 囲 に あ る よ う に 調 節 さ れ る の が よ い 。 好 ま し く は 、 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル は 、 測 定 さ れ る
イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 化 が 激 し い と き 、 又 は 予 め 選 択 さ れ た 範 囲 外 に あ る と き 先 端 ４ ２ へ の
電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ 流 を 阻 止 （ 又 は 、 遮 断 ） す る よ う に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 賦 活 ス イ ッ チ ３ ０ は 、 操 作 者 が 任 意 の 時 点 に エ ネ ル ギ 流 を 停 止
す る こ と を 可 能 に し 、 全 装 置 に 対 す る 電 気 ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。 ス イ ッ チ ３ ０ は ト ロ
カ ー ル ２ ４ 上 に 装 着 さ れ る も の と し て 例 示 さ れ て い る が 、 ス イ ッ チ は 、 フ ッ ト ペ タ ル （ 図
示 せ ず ） の よ う に ト ロ カ ー ル か ら 遠 く に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 動 作 に お い て 、 活 性 電 極 － オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ は 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 組 織 ４
６ に 供 給 し 、 他 方 外 部 ハ ウ ジ ン グ 部 材 ３ ４ 上 に 取 り 付 け ら れ た 帰 還 電 極 ４ ８ は 、 回 路 を 完
成 す る こ と に よ り 組 織 内 の エ ネ ル ギ を 受 け 取 る 。 こ れ は 、 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 ４ ２ と 供 給
さ れ る 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ が 組 織 へ の 侵 入 と 組 織 の 焼 灼 を 同 時 に 行 う た め に 協 働 す る
の で 、 ト ロ カ ー ル の 特 性 を 向 上 さ せ る 。 組 織 へ の エ ネ ル ギ の 供 給 は 、 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端
の 切 断 特 性 を 向 上 さ せ 、 又 、 組 織 を 焼 灼 す る よ う に 作 用 す る 。 こ れ は ト ロ カ ー ル の 使 用 と
関 連 す る 出 血 を 除 去 な い し 低 減 し 、 従 っ て 外 傷 を 減 ず る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の ト ロ カ ー ル の 構 成 は 又 、 バ イ ポ ー ル 電 気 外 科 処 置 機 器 と し て 動 作 し 、 接 地 パ ッ
ド を 必 要 と し な い か ら 有 利 で あ る 。 こ れ に よ り 、 患 者 焼 損 （ 又 は 、 患 者 の 火 傷 ） の リ ス ク
を 減 じ つ つ 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ の 効 率 的 か つ 制 御 さ れ た 適 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 医 学 的 応 用 の た め に 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 供 給 し 得 る 実 質 的 に 任 意 の ジ ェ ネ レ ー タ
を 本 発 明 と 使 用 で き る 。 好 ま し く は 、 ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ は 、 無 線 周 波 数 エ ネ ル ギ を 提 供 す
る 電 圧 決 定 性 の 、 低 ソ ー ス イ ン ピ ー ダ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ で あ る の が よ い 。 好 ま し い ジ ェ ネ
レ ー タ は 、 最 高 ３ ア ン ペ ア の 電 流 を 供 給 し 得 、 10オ ー ム 以 下 の イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を 有 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ に よ り ト ロ カ ー ル ２ ４ に 供 給 さ れ る エ ネ ル ギ は 、 好 ま し く は 無 線 周 波
数 （ Ｒ Ｆ ） 範 囲 に あ る の が よ い 。 Ｒ Ｆ 範 囲 に あ る 実 質 的 に 任 意 の 周 波 数 を ト ロ カ ー ル ２ ４
に 供 給 し 得 る が 、 好 ま し い 範 囲 は 約 500な い し 700KHzで あ り 、 約 550KHzが 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ Ａ 及 び ４ Ｂ は 、 ト ロ カ ー ル 状 デ バ イ ス ７ ０ の 代 替 具 体 例 の 末 端 部 分 を 例 示 す る も の
で あ る 。 例 示 さ れ る よ う に 、 デ バ イ ス ７ ０ は 細 長 の 中 空 ハ ウ ジ ン グ 部 材 ７ ４ 内 に 包 閉 さ れ
た ス タ イ レ ッ ト ７ １ を 含 む 。 ス タ イ レ ッ ト ７ １ の 末 端 部 は 、 そ の 末 端 に 組 織 侵 入 エ ッ ジ ７
２ を 有 す る ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ を 備 え る 。 ブ ロ ッ ク ７ ６ は 、 デ バ イ ス ７ ０ が 、
上 述 の よ う な ハ ン ド ル 又 は そ の 他 の 選 択 的 な 操 作 手 段 に 接 続 さ れ る の が よ い こ と を 概 略 的
に 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 組 織 侵 入 エ ッ ジ ７ ２ 及 び ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ は 、 組 織 に 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ
ル ギ を 供 給 す る の に 使 用 さ れ る 活 性 電 極 を 形 成 す る 。 こ の 具 体 例 に お い て は 、 活 性 電 極 は
、 例 え ば 図 ３ に 示 さ れ る よ う な 先 端 ４ ２ の 形 式 を 取 り 得 る 。 同 様 に 、 ハ ウ ジ ン グ 部 材 ７ ４
は 、 こ こ に 開 示 さ れ る 本 発 明 の バ イ ポ ー ル デ バ イ ス を 形 成 す る た め 、 帰 還 電 極 （ 図 示 せ ず
） を 含 む 。 組 織 侵 入 エ ッ ジ ７ ２ の 活 性 電 極 は 、 例 え ば 図 ２ 及 び 図 ３ に 関 し て 上 述 し た よ う
に 、 適 当 な 配 置 物 に よ り ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 帰 還 電 極 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る
。 さ ら に 、 活 性 電 極 は 、 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ の 全 表 面 積 と し て も 、 そ の 一 部 だ
け と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ Ａ は 、 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ が 引 っ 込 め ら れ た 位 置 に あ っ て ハ ウ ジ ン グ ７
４ 内 に 配 置 さ れ た デ バ イ ス ７ ０ を 例 示 し て い る 。 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ は 、 好 ま
し く は 医 学 的 に 適 合 性 の 導 電 性 材 料 か ら 形 成 し て も 、 そ れ で 被 覆 し て も よ い 。 さ ら に 、 ア
セ ン ブ リ ７ ８ は 、 柔 軟 性 の 物 質 か ら 作 っ て も よ い し 、 そ う で な く て 延 長 位 置 に 偏 倚 し て も
よ い 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ７ ４ に 引 っ 込 め ら れ る と き 、 ア セ ン ブ リ ７ ８ は
圧 縮 さ れ る 。 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ が ス タ イ レ ッ ト ７ １ の 作 用 に よ る ご と く し て
ハ ウ ジ ン グ ７ ４ か ら 延 長 さ れ る と き 、 そ の 自 然 の 形 態 に 延 長 自 由 で あ る 。 図 ４ に 例 示 さ れ
る よ う に 、 ア セ ン ブ リ ７ ８ の 自 然 の 形 態 は 、 ス プ リ ン グ ア セ ン ブ リ ７ ８ の 径 が 、 そ れ が ハ
ウ ジ ン グ ７ ４ 内 に お い て 圧 縮 さ れ て い る と き よ り 大 き い 形 態 で あ る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 具 体 例 は 、 延 長 位 置 に お い て 、 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ ７ ８ が よ り 大 き な 表 面 積
を 有 す る の で 好 都 合 で あ る 。 か く し て 、 組 織 侵 入 エ ッ ジ ７ ２ は 、 従 来 の 組 織 侵 入 エ ッ ジ よ
り も 多 く の 組 織 と 接 触 で き か つ 組 織 に よ り 大 き な 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ Ａ 及 び ４ Ｂ は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ ７ ４ が 安 全 ス イ ッ チ 又 は シ ー ル ド ８ ０ を 有 し 得 る
こ と を 示 し て い る 。 例 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ル ド ８ ０ は 、 ば ね 負 荷 さ れ て お り 、 図 ４ に 示
さ れ る よ う に 延 長 位 置 に 偏 倚 さ れ て い る 。 こ の 位 置 に お い て は 、 シ ー ル ド ８ ０ は ハ ウ ジ ン
グ ７ ４ を 越 え て 延 び る 。 シ ー ル ド ８ ０ の 末 端 へ の 圧 縮 力 の 印 加 に よ り 、 シ ー ル ド は 後 方 に
摺 動 し （ 図 ４ Ｂ に 示 さ れ る よ う に ） ハ ウ ジ ン グ ７ ４ の 末 端 を 組 織 に 露 出 さ せ る 。 力 が シ ー
ル ド ８ ０ の 末 端 か ら 除 去 さ れ る と 、 例 え ば 、 デ バ イ ス ７ ０ が 腹 腔 の よ う な 内 部 障 壁 に 侵 入
す る と き 、 シ ー ル ド ８ ０ は そ の 延 長 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 シ ー ル ド ８ ０ は ス イ ッ チ と し て 作 用 し 、 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル ギ 供 給 電 子
装 置 と 同 一 回 路 に 接 続 さ れ る の が よ い 。 シ ー ル ド ８ ０ が 延 長 位 置 に あ る と き 、 エ ネ ル ギ の

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-329961 A 2004.11.25



組 織 へ の 流 れ は 阻 止 さ れ る 。 一 方 、 シ ー ル ド ８ ０ が 後 退 位 置 に あ る と 、 エ ネ ル ギ は 組 織 へ
流 入 自 由 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 上 述 の デ バ イ ス ７ ０ は 、 ト ロ カ ー ル 様 態 様 で 組 織 へ 電 気 外 科 処 置 用 エ ネ ル
ギ を 供 給 す る の に 適 当 で あ る 。 デ バ イ ス ７ ０ は 、 組 織 イ ン ピ ー ダ ン ス に 基 づ い て エ ネ ル ギ
の 組 織 へ の 流 入 を 測 定 し 制 御 す る よ う に 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 イ ン ピ
ー ダ ン ス 監 視 及 び 電 力 制 御 電 子 装 置 を 含 む よ う に 構 成 で き る 。 装 置 ７ ０ は 、 動 作 中 、 活 性
電 極 の 目 標 組 織 へ の 表 面 接 触 を 拡 張 す る と い う 追 加 の 利 点 を 有 す る 。 こ れ は 、 電 気 外 科 処
置 用 エ ネ ル ギ の 供 給 及 び 電 気 外 科 処 置 の 変 幻 性 を 改 善 す る 。 何 故 な ら ば 、 組 織 イ ン ピ ー ダ
ン ス は 、 電 極 表 面 積 、 電 極 間 の 距 離 及 び 組 織 の 導 電 性 、 な ら び に 熱 か ら 生 ず る 組 織 に 変 化
の 関 数 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ に 図 示 説 明 さ れ る 本 発 明 の 具 体 例 に 対 し て そ の 意 図 さ れ る 技 術 思 想 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 種 々 の 変 更 を な し 得 る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 例 え ば 、 開 示 さ れ る ト ロ カ ー ル 様 デ バ
イ ス は 、 モ ノ ポ ー ル 形 態 で 構 成 で き る が 、 こ の 場 合 に は 外 部 ジ ェ ネ レ ー タ に 対 す る 帰 還 電
極 は 、 例 え ば 接 地 パ ッ ド を 介 し て の よ う に 、 装 置 の 外 部 に 配 置 さ れ る 。 さ ら に 、 デ バ イ ス
を 操 作 し て い る 間 の 患 者 の 安 全 性 を 改 善 す る た め に 、 図 ２ の 参 照 番 号 ３ ０ で 例 示 さ れ る よ
う な 賦 活 ス イ ッ チ が 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 各 装 置 と と も に 配 置 さ れ る の が 好 ま し い
。 こ の よ う に 構 成 さ れ た ス イ ッ チ に よ り 、 使 用 者 は 、 患 者 に 供 給 さ れ る 電 力 を 迅 速 か つ 容
易 に 抑 止 す る こ と で き よ う 。 又 、 組 織 侵 入 エ ッ ジ 及 び ハ ウ ジ ン グ 上 に 形 成 さ れ た 電 極 の 形
態 は 、 例 え ば 図 ２ に 例 示 さ れ る 円 錐 先 端 形 状 、 又 は ピ タ ミ ッ ド 状 、 鈍 化 先 端 又 は 環 体 を 含
め 種 々 の 形 状 を 取 り 得 る 。 そ れ ゆ え 、 こ こ に 図 示 説 明 さ れ る 全 内 容 は 限 定 的 な も の で な く
、 例 示 と し て 解 釈 さ れ る べ き こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ Ａ 】 組 織 侵 入 前 に お け る 従 来 技 術 の ト ロ カ ー ル を 例 示 す る 概 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 組 織 侵 入 後 に お け る 従 来 技 術 の ト ロ カ ー ル を 例 示 す る 概 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ る 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル 装 置 を 例 示 す る 一 部 断 面 の 概
略 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 例 示 さ れ る 形 式 の ト ロ カ ー ル 末 端 部 を 例 示 す る 一 部 断 面 の 概 略 線 図 で あ る
。
【 図 ４ Ａ 】 組 織 侵 入 電 極 が 引 っ 込 め ら れ た 位 置 に あ る ト ロ カ ー ル デ バ イ ス の 代 わ り の 具 体
例 を 例 示 す る 概 略 線 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 組 織 侵 入 電 極 が 延 長 さ れ た 位 置 に あ る 図 ４ Ａ の ト ロ カ ー ル を 例 示 す る 概 略 線 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ０ 　 　 従 来 技 術 の ト ロ カ ー ル
　 １ ２ 　 　 組 織
　 １ ３ 　 　 組 織 の 表 面 位 置
　 １ ４ 　 　 ハ ウ ジ ン グ 部 材
　 １ ６ 　 　 ス タ イ レ ッ ト
　 １ ７ 　 　 ス タ イ レ ッ ト の 尖 端 部
　 １ ８ 　 　 ハ ン ド ル
　 ２ ０ 　 　 ト ロ カ ー ル の 近 接 端 部
　 ２ ２ 　 　 本 発 明 の 電 気 外 科 処 置 ト ロ カ ー ル 装 置
　 ２ ４ 　 　 バ イ ポ ー ル ト ロ カ ー ル
　 ２ ６ 　 　 電 力 制 御 モ ジ ュ ー ル
　 ２ ８ 　 　 イ ン ピ ー ダ ン ス モ ニ タ
　 ３ ０ 　 　 賦 活 ス イ ッ チ
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　 ３ ２ 　 　 Ｒ Ｆ ジ ェ ネ レ ー タ
　 ３ ４ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ３ ６ 　 　 ス タ イ レ ッ ト
　 ３ ８ 　 　 ハ ン ド ル
　 ４ ０ 　 　 ス タ イ レ ッ ト の 末 端 部
　 ４ ２ 　 　 オ ブ ト ラ ト ー ル 先 端 （ 活 性 電 極 ）
　 ４ ４ 　 　 デ バ イ ス
　 ４ ４ 　 　 ト ロ カ ー ル デ バ イ ス の 末 端 部
　 ４ ６ 　 　 組 織
　 ４ ８ 　 　 帰 還 電 極
　 ５ ０ ， ５ ２ 　 搬 送 線
　 ６ ０ 　 　 信 号 線
　 ７ ０ 　 　 ト ロ カ ー ル 状 デ バ イ ス
　 ７ １ 　 　 ス タ イ レ ッ ト
　 ７ ２ 　 　 組 織 侵 入 エ ッ ジ
　 ７ ４ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ７ ６ 　 　 ブ ロ ッ ク
　 ７ ８ 　 　 ス プ リ ン グ 電 極 ア セ ン ブ リ
　 ８ ０ 　 　 シ ー ル ド
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】
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心针（36）。 探针（36）在其远端具有有源电极（42），该有源电极在
与之接触的情况下将电外科能量传递到目标组织。 返回电极（48）布置
在壳体构件（34）上，并形成用于提供电外科能量的返回电路的一部
分。 本发明还包括阻抗监测器和相关的功率调节电路，通过所述阻抗监
测器和相关的功率调节电路，将电外科手术过程传递到组织，使得所测
量的组织阻抗保持在预选范围内。 一种电外科套管针装置，具有受控的
能量使用量。 [选择图]图2
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